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研究成果の概要（和文）：本研究では、多様な文化的背景を持つ海外にルーツのある子どもの「自己表現活動」を中心
とした学習実践を調査し、学習を動機付ける自己表現活動の理論化を目指した。調査は国内と国外で実施され、表現活
動を支援する団体の参与観察、子どもを含む関係者インタビュー、芸術的介入活動が行われ、実践上の課題と活動の理
論的把握がなされた。実践者との会議(POD会議)も定期的に実施され、実践者との協働のあり方も模索された。

研究成果の概要（英文）：The project addressed issues on the learning community for linguistically 
culturally diverse children who have some roots in overseas. The research focused on expression 
activities which motivate children`s learning. The researches on the learning communities were conducted 
mainly in Japan besides United States of America and Canada. It shows theoretical perspective on the 
management of the supporting activities and their tasks. The issue of collaborative research was 
addressed too.

研究分野： 教育心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 多言語接触環境にある海外にルーツを
持つ子ども達のアイデンティティの危機の
克服：移民の子ども達の学習権が十分保障さ
れていないとの指摘は多い(宮島・太
田,2005)が、複数の言語、文化に接触して生
きる人々のアイデンティティの危機につい
ては十分な問題提起がなされていない。批判
理論では、学習とは、知識獲得、社会関係の
構築、アイデンティティの交渉の多層的な営
みであるととらえられてきた(Apple,1996)。
とりわけ外国にルーツをもつ子どもたちに
とっては他者との十分な人間関係を作れな
いことや自らのアイデンティティの不安定
さが結果的に教科学習を疎外する結果をも
たらしうること（学習の危機）が指摘されて
きている（Cummins,2000）。従って、そうし
た子ども達の学習課題を単に学習言語が十
分獲得されていないことや第二言語の習得
ができていないこと、また、さらには異なる
文化的習慣や技能を十分習得していないと
いう個人能力の不全によるものと矮小化し
て捉えることは適切ではない(石黒,1998)。
本研究では、これらの子ども達が抱える心理
的不安定感を表現活動を通して克服するこ
とで、学習と発達の危機を乗り越える可能性
を社会文化的アプローチ(石黒,2006)から理
論化することを目指す。自分を他者と結び、
自分に自信をもたらし、結果的に学力向上を
後押しするようなリテラシー活動について
の研究は移民の多い北米の教育研究者によ
ってなされている(Cummins & Early,2011)。
Gutierrez（2008）は季節労働者としてアメ
リカに移住した家族の子ども達が自叙伝
（autobiography）を書くことを通して次第
に他者との関係、そして自己認識を変えてい
く過程を分析している。表現することで他者
との関係を組み替えることは自己の世界に
対する見方（ideology）も変える(Ball＆
Freeman,2004）。それによって「自分はここ
にいてもよいのだ」という居場所感と自分の
未来に対する期待が生まれる。 
(2)リテラシー学習を通したコミュニティの
発達と個人の発達の共変化：従来の文化的多
様性を背景に持つ子ども達のアイデンティ
ティの危機論は、「異文化への適応論」（箕
浦,1991）に代表されるように、学習者が既
存のどのコミュニティに属するのかを問う
ものであった。この立場では、既存コミュニ
ティは安定した知識や技能、慣習の体系を持
つものとして捉えられ、新参者はそれらを所
有していない存在として位置づけられる。だ
が、現実にはどの人もハイブリッドな文化を
持ち（石黒,2000）、「純粋な安定した文化」
をある社会から抽出することなど現実には
不可能である(石黒,2010)。コミュニティは
社会実践にともなって動的に構築される
(Lave & Wenger,2001)。また、同じ地域コミ
ュニティに参加していたとしても、参与者の
実践との関わり方によってその活動に対す

る動機のありよう(Engestrom,1987)や、それ
ぞれの人が「心理的に帰属するコミュニティ
(community behind, Matusov,2008)」は異な
る。アイデンティティ形成とは、所作を含む
広い意味での「自らのことば」を他者に対し
て作り上げていく過程である。実践のコミュ
ニティではその実践の中で固有の意味を持
つことばが創られていくが、それは実践のコ
ミュニティの変容とともに変わっていくも
の で あ る 。 本 研 究 は 活 動 理 論
(Engestrom,1987), 状況論（Lave & Wenger, 
2001）に基づき、コミュニティの発達と個人
の発達の関係、その両者を媒介する道具とし
てのリテラシーの役割など、人間の発達原理
に対する根本的な問いに応えようとする。こ
れまで北米を中心に行われてきた自叙伝な
どを使った自己表現活動研究はリテラシー
活動による個人の内的変化を問うものであ
ったが、本研究では個人の学習とその人が参
加する学習コミュニティの共発達過程を描
くことで新たな理論的展開を図る。 
 
２．研究の目的 
 (1) 多様な文化的背景を持つ海外にルーツ
のある子ども達の「自己表現活動」を中心と
した協働学習実践を調査し、これらの子ども
達の学習を動機付ける学習活動の理論化を
目指す。本研究でいう海外にルーツを持つ多
様な文化的背景を持つ学習者とは、国籍に拘
わらず、文化的境界を越えて生きる人々、即
ち、広い意味での「移民」を指し、一世では
ない人達も含む。調査はそうした子ども達の
学習と発達の支援を行うボランティア組織
で実施者の協力を得て行われる。日本では、
これらの子ども達に対する学習支援は依然
学校が中心であり、方針もまだ十分定まって
いない。本研究では、そうした実践を既に継
続的に行っているアメリカ・サンディエゴ、
カナダ・トロントの先進事例に学びながら、
地域の独自性に根ざした学習支援理論の構
築を目指す。北米を中心に行われている自己
表現活動研究は個人の内的変化を問うが、本
研究では個人の学習と学習コミュニティの
共発達過程を描くことで新たな理論的展開
を図る。  
(2)調査は、多様な背景を持つ学習者が集う
活動組織が展開する自己表現活動に対して
行われる。近年アート・パフォーマンスを支
援活動に取り組む組織やプロジェクトワー
クが日本でも見られるようになってきてい
るが、その理論的把握はまだなされておらず、
実践者に任せられている状況である。日本各
地のそうした活動に関心を持つ団体と協働
しながら、参与観察、個別インタビュー、科
研プロジェクトが主催する介入ワークショ
ップなどを行い、そうした実践で展開されて
いる自己表現活動の内実を把握するととも
に、子どもたちの成長に有意義な活動の展開
を行う上で理論的示唆を得ることが目指さ
れる。ワークショップを通して生まれた作品



の質や作品作りの過程を調査していくのは
もちろん、自己表現活動が人々の間を媒介す
る道具として機能する状況を明らかにする
ため、作品発表を通じた地域や未知の他者と
の新たなネットワーク形成過程も捉える。 
 
３．研究の方法 
 (1) 海外にルーツがある文化的多様性を持
つ子ども達の学習支援実践団体、演劇活動支
援団体と連携し、その実践団体が実施してい
る活動に対して、ターム事に参与観察を行う。
①子ども達がこの活動に参加する中で、どの
ような表現活動を行っていくのか、②そのこ
とが子ども達の学力、仲間関係、地域との関
係、学校の中での位置づけなど、個人にどの
ような変化をもたらすのか、③その子ども達
が参加する学習コミュニティがどのように
変化するのか、記録、分析する。さらに、カ
ナダ、アメリカの先進実践組織、研究者と連
繋することで、日本の大都市圏固有の特徴を
比較分析する。 
(2)先進地域の実践調査と海外研究協力者と
の協働方法：研究協力者のマサチューセッツ
大学アマースト校のテレサーオースチン教
授には、バイリンガル教育研究の立場から助
言をもらうと共に、当科研プロジェクトが主
催して実施した演劇プロジェクトに、2012 年
度と 2015 年に参加し、介入過程について議
論を深めた。また、現地の日本語補習校との
接触にあたって関係者の紹介を受けた。カリ
フォルニア大学サンディエゴ校のオルガ・バ
スケス准教授は現地で多言語多文化の子ど
もたちに対する学習支援教室を主催する実
践研究者であり、その実践活動の観察援助を
受け、さらに理論的な議論を深めた。日本で
は 2014 年度に名古屋で実践者向けのワーク
ショップを行い、関連事項について日米の課
題を比較検討することができた。竹内身和氏
は日本とカナダで関連する子どもたちの学
習過程の研究を行っており、理論的な検討を
行う上で多くの示唆を受けた。 
(3)当初計画からの変更：日米加においてそ
れぞれ主として調査対象となる活動団体を
決めており、米加では予定通り進められたが、
日本では当初予定していた新宿の支援団体
が 2013 年度から都合により調査できなくな
った。しかし、他地域の団体と連携がなされ、
研究活動には支障がなかった。 
 
４．研究成果 
(1) 2012 年度は、国内では新宿の放課後学習
支援活動団体と協働し、子ども達の言語使用
状況調査、放課後学習支援活動の観察、自己
表現のためのワークショップを行い、海外で
は、アメリカ合衆国・アマーストとサンディ
エゴの日本語継承語学校、ニューヨークのユ
ースのパフォーマンス活動支援団体(All 
Star Project)、サンディエゴの学習児童支
援活動(La Classe Magica)、カナダ・トロン
トの日本語継承語学校を訪問し、観察調査と

実践者面接、さらに支援研究者との研究交流
を行った。実践者の持つ学習観、発達観が子
ども達に対する支援のあり方にとても大き
な影響を与えていることがわかった。インフ
ォーマルな学習支援活動は学校と違い、教科
書やカリキュラムなどの共通事項がなく、実
践者の選択に任されるため、実践者個々の教
育哲学や支援力量が学校以上に子ども達に
直接影響する。また、実践者は日本の学校的
教授学習モデルをインフォーマルな学習支
援の場にそのまま持ち込みがちで、このこと
が日本の学校に必ずしも適応的ではない子
ども達にとって難しい状況を作り出しやす
いことも明らかになった。インフォーマルな
場において、子ども達に適切な学習支援を行
うためには、学校をモデルとしない新しい活
動モデルが必要である。その試行として初年
度は前述のオースチン教授によってボアー
ルの演劇理論を取り入れたユース・ワークシ
ョップが行われた。 
(2) 2013 年度には、子どもたちの支援に中心
的な役割を果たしている、実践者と研究者の
相互交流の場として、多くの異なるタイプの
実践団体を大学に招聘し、「POD 会議」（実践
支援団体の実践者カンファレンス）を開催し
た。日本における関連する子ども達とその支
援活動の現状と課題の確認を行った。さらに
岐阜県可児市で実施された市民参加型演劇
活動(多文化プロジェクト)に参加し、子ども
達の自己表現活動について調査した。国外調
査では前年度に続き、米加の団体において調
査を行った。子どもたちや実践者へのインタ
ビューを増やすなどして、日本における状況
との差異を検討した。継承語学習において子
ども自身にとっての意義と親にとっての意
義の乖離も明らかになった。 
(3) 2014 年度は、第 2回支援実践者会議(2nd 
POD)を群馬県伊勢崎市教育委員会の後援を
受けて、同市で海外にルーツを持つ子どもた
ちの学習支援を行っているNPO団体と共同で
現地で開催した。今回は当事者である子ども
たちが多く参加し、理論に基づいた実践プロ
グラムを試行する機会ともなった。また、前
年度と同じく、岐阜県可児市で継続的に実施
されている多文化演劇プロジェクトのフィ
ールド調査を行い、演劇の発達促進機能につ
いて年度比較を実施した。日本、カナダ、ア
メリカ合衆国のすべてにおいて、介入型ワー
クショップとして「ミュージアムワークショ
ップ」を実施し、その共通特徴と差異を検討
した。このワークショップは仮想地域博物館
に自分が展示したい作品を製作することが
課題とされ、地域コミュニティの中にそれぞ
れの個人が自分をどのように位置づけてい
るのかを確認するアイデンティティ・ワーク
である。 また、演劇を発達支援活動として
導入するニューヨークの All Star Project
に加え、教師に対するアウトリーチ活動に力
を入れているニューヨーク市立大学応用演
劇学科の実践者と交流し、自己表現活動とし



てのパフォーマンスについて資料収集を行
った。加えて、実践者に寄り添ったフィール
ドリサーチを進めるため、「協働的エスノグ
ラフィー」や「ヴィジュアルエスノグラフィ
ー」の手法について検討した。さらに、研究
成果を広く実践者、当事者にも告知されるた
め、科研専用ホームページに日英語で掲載す
るように努め、一部ポルトガル語、スペイン
語でも掲示がなされた。 
(4) 2015 年度は最終年度に当たるため、これ
までの調査を継続すると同時に、研究成果の
総括を行った。まず、国内調査としては、本
プロジェクトが協働研究を進めている岐阜
県可児創造文化センターで実施されている
多文化演劇プロジェクトの参与観察を行っ
た。また、ブラジルにルーツを持つ子どもた
ちの支援を行っている関西の団体との協働
活動としてシナリオ創作演劇実践を幼児、小
学生を対象に行った。北米でも、これまで継
続して協働研究を進めてきている、合衆国マ
サチューセッツ州にある日本語補習校にお
いて、支援者に対してシナリオ創作演劇ワー
クショップを行った。カナダ、トロントでは
継承語学校において、継承語学習組織の維持
管理の課題を確認した。併せて、合衆国、カ
ナダともに言語的文化的に多様性を持つ子
ども、保護者、支援者に面接調査を継続実施
した。こうした成果の一部は既に本プロジェ
クトのホームページに紹介されている。四年
間の研究を通して、子どもたちの成長を支援
する自己表現活動としてアート・パフォーマ
ンス、特に演劇活動が焦点化されてきた。そ
のため、本科研の総括として、12 月はこれま
で本研究プロジェクトがかかわってきた支
援実践団体関係者と、地域で多様な文化的背
景を持つ人たちに演劇活動を実践している
実践者に集まってもらい、第 3回支援実践者
会議(3rdPOD)を開催した。言語的文化的に多
様な子どもたちの発達支援ツールとしての
アート・パフォーマンスの持つ力について議
論を深めることができた。 
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